
第 44 回 徳島県新型コロナウイルス感染症対策本部会議
（徳島県新型インフルエンザ等対策本部会議）

日 時：令和３年４月７日（水）
午後７時３０分から

場 所：県庁３階 特別会議室

◎協議事項
「とくしまアラート」を含む感染防止対策について
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令和 3 年 4 月 7 日 

保 健 福 祉 部 

１ 感染状況について  

・ 県内では、４月に入り３件のクラスター発生、「７８名」の新規感染者を確認

し、直近１週間の新規感染者数が「２日連続」で「過去最多」を更新する 

「８９名」となるなど、「感染拡大傾向」が継続している。 

 

＜参考：R3.3 月以降のクラスター発生状況(発生日)＞ 

 ・会社関連(3/23)、南海病院関連(3/25)、令和３年３月徳島大学関連(3/29)、

徳島県職員関連(4/2)、令和３年４月会社関連(4/3)、カラオケ喫茶(4/6) 

 

・ 全国的にも、「進学や就職、転勤など」、「人の移動や交流」が多くなる、年度替

わりの時期を迎えて、感染が拡大しており、 

 大阪府において、本日、「過去最多の８７８人」の新規感染者が確認され、 

 「隣県」である兵庫県においても、「過去最多の３２８人」の新規感染者が 

確認されているところ。 

 

・ これ以上の感染拡大を防ぐため、お一人おひとりが気を緩めることなく、 

慎重な「行動」をとっていただき、ご自身とご家族の生命を守るためにも、 

「マスクの着用、３密の回避、手指消毒、うがいの励行」など、 

継続した「基本的な感染防止対策」を実践していただくことが重要。 
 

２ 検査体制・医療体制の強化について  

・ 検査については、濃厚接触者及び接触者の陰性の確認を確実に実施。 

 

・ 加えて、地域における感染拡大防止の徹底を図るため、鳴門市の医療機関 

（「南海病院」・「鳴門山上病院」）におけるクラスターの発生を受け、 

 検査希望のあった「鳴門市内」の病院並びに有床診療所、 

「計１０施設・８９３人」の「職員」に対し、４月１日から昨日６日までの間、 

「プール法による一斉検査」（全額公費負担）を実施し、「全員の陰性」を確認。 

 

・ 入院受入の確保については、国の事務連絡(R3.3.24)において、今後の感染拡

大に備えた新型コロナウイルス感染症の医療提供体制整備に関し、「今冬のピー

ク時(一日当たり最大感染者数)の２倍程度」を想定して「現在の確保病床数以上

で見直す」こととされている。 

→本県ではコロナ患者の入院受入病床として、12 病院 200 床を確保しており、

現時点でも、基準である「ピーク時の入院患者数(85 人)の２倍」は確保済み。 
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